




 
 

問Ⅰ 下記の文を読んで、次の各設問に答えなさい。（注：法律の専門的知識を問うもので

はありません。）（配点５０点） 

 

（設問１） 

  下線部（１）の意味を説明した上で、筆者が、セクシュアルマイノリティについての

アプローチとして、どのようなことが重要であると主張しているかについて、３００字以

内で説明しなさい。（３０点） 

 

（設問２） 

  筆者によれば、下線部（２）の「『良心』に基づく差別」とは具体的にどのようなもの

かについて、文中で挙げられた例以外で考えられるものを示しながら、２００字以内で説

明しなさい。（２０点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問 I の文〕 

出典：森山至貴『LGBT を読
よ

みとく―クィア・スタディーズ入門
にゆうもん

』（筑摩書房、２０１７年）

１６頁～２４頁、２７頁〜３２頁 

ただし、出題に際して、見出しを省略し、出題者注の対象文字に*を付し、漢数字を算用

数字に変えている箇所がある。また、原文の略は〈中略〉、原文における引用の略は〔略〕

と示している。 

 

（出題者注）* 

LGBT とは、セクシュアルマイノリティのレズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トラ

ンスジェンダーの頭文字で、それらをまとめて名指す表現である。 
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問Ⅱ 下記の文を読んで、次の各設問に答えなさい。（注：法律の専門的知識を問うもので 

はありません。）（配点５０点） 

 

（設問１） 

筆者が、下線部（１）のように述べる理由について、「臨在感的把握」の意味にも言及

しながら、２００字以内で説明しなさい。（２０点） 

 

 

（設問２） 

筆者によれば、下線部（２）の「『空気』の支配」とはどのようなものであり、また、

なぜこれに「身を任せてはまずい」のですか。３００字以内で答えなさい。（３０点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問 II の文〕 

出典：鴻上尚史『「空気」と「世間」』（講談社、２００９年）１０１頁～１０３頁、１２２

頁〜１２６頁、１３１頁〜１３４頁 

ただし、出題に際して、見出しを省略し、漢数字を算用数字に変えている箇所がある。

また、原文の略は〈中略〉、原文における引用の略は〔略〕と示している。 
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